
市政を問う一般質問（文責は質問者）

とおの議会だより 12

問 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
国

民
の
支
持
を
失
っ
た
民
主
党
で

は
選
挙
を
戦
え
な
い
と
言
っ
た
、

民
主
党
議
員
の
選
挙
目
当
て
と

し
か
思
え
な
い
行
動
や
離
合
集

散
ぶ
り
に
国
民
の
目
線
は
冷
や

や
か
で
あ
る
。
特
に
も
震
災
被

災
者
に
は
「
国
会
議
員
の
自
己

保
身
」
と
し
か
思
え
な
い
行
為
、

と
言
っ
た
声
が
ネ
ッ
ト
上
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

答 

自
己
保
身
と
も
捉
え
か
ね

な
い
一
部
国
会
議
員
候
補
者
の

行
動
や
政
党
の
離
合
集
散
に
は
、

疑
問
に
感
じ
な
い
訳
で
は
な
い

が
、
選
挙
と
い
う
民
意
表
明
の

中
で
結
果
が
出
さ
れ
る
。
首
長

と
い
う
立
場
で
、
長
期
に
わ
た

り
国
政
選
挙
に
関
わ
る
こ
と
に

は
疑
問
で
あ
る
。

問 
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
が
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、

全
国
的
に
、
訪
問
介
護
で
の
生

活
援
助
の
時
間
短
縮
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
市
に
お

い
て
は
問
題
が
な
い
の
か
。
ま

た
介
護
保
険
は
、
制
度
が
改
定

さ
れ
る
た
び
に
複
雑
に
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
市
民
へ
の
周
知

は
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

低
所
得
者
に
対
す
る
減
免
制
度

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

今
回
の
介
護
保
険
法
の
改

正
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
単
位
の
時

間
が
短
く
な
る
こ
と
が
問
題
点

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

関
係
事
業
所
の
適
切
な
対
応
で

大
き
な
混
乱
は
な
い
。
制
度
が

多
層
か
つ
複
雑
化
し
て
き
て
い

る
の
で
、
健
康
福
祉
の
里
を
中

心
と
て
必
要
な
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
低
所

得
者
に
対
す
る
当
市
独
自
の
軽

減
策
が
あ
り
、
通
常
10
％
の
利

用
料
が
５
・
５
％
に
軽
減
で
き

る
の
で
周
知
を
は
か
り
た
い
。

問 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
政

府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
軸

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
小
規
模
分
散

型
で
、
地
域
レ
ベ
ル
で
取
り
組

み
が
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
重
要
さ
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
。
当
市
で
も
多
様
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
山
林

資
源
が
豊
富
な
当
市
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答 

森
林
の
手
入
れ
に
よ
る
間

伐
材
な
ど
未
利
用
資
源
を
活
用

し
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
熱

な
ど
を
利
用
し
た
環
境
に
優
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
仕
組
み
作

り
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

● 

「
修
正
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
関
連
法
案
に
対
す
る
市

長
の
見
解
に
つ
い
て

小松　大成 議員
（無会派）

遠
野
の
豊
か
な
山
林
資
源
を
活
用
し
た

 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
推
進
を

一括質問
方式

遠野市バイオマスタウン構想図

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

 

取
り
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
は


